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山梨県東八代郡中道町は、古 くから甲斐の交通の要衝であり、曽根丘陵を舞台に甲府盆

地 。南アルプスを遠望できる美しい自然 と古墳群をはじめとする歴史の豊かなところであ

ります。

また、立石遺跡周辺では、山梨県が整備をすすめてお ります「山梨県甲斐風土記の丘・

曽根丘陵公園」が隣接し、風土に恵まれた土地でもあります。

更に町では、21世紀に向けての施策 として町内米倉山一帯を甲府地域テクノポリス構想

の中で学術研究機関の設置予定地に考えてお り、現在着々と実現に向けて整備が進められ

ております。

本報告書は、平成 4年度県営畑地帯総合土地改良事業に伴って発掘調査された立石遺跡

について、その成果をまとめたものであります。

立石遺跡は、従前の調査に加え、今回の調査によっても貴重な遺跡であることが再確認

されました。

この報告書が今後の調和のとれた町民 。県民の開発にも貢献することを祈るとともに、

御協力を戴いた地権者、ならびに 1月 2月 の寒い中を御協力いただいた関係各位に改めて

厚 く御礼申し上げます。

1993年 3月

中道町教育委員会

教育長 小澤 義正
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1.本報告書は、平成 4年度の山梨県営畑地帯総合土地改良事業 (中道地区幹線第 2号道路)に

伴って発掘調査された山梨県東八代郡中道町立石遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、中道町教育委員会が山梨県からの補助を得て実施した。

3.発掘調査及び出土品の整理は、中道町教育委員会主事林部 光が担当した。

4.本報告書にかかわる編集・執筆・写真撮影は、林部が担当した。

5.本報告書にかかわる出土品及び記録図面 。写真等は一括して中道町教育委員会に保管してあ

る。
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第 I章 調査概要

第 1節 調査に至 る経過

平成 4年 12月 3日 文化庁|に発掘通知を提1出する。

平成 5年 1月 19日 山梨県笛吹川沿岸土地改良事務所 。中道町教育委員会間で「埋蔵文化財

発掘調査に関する協定書を締結する。

平成 5年 1月 20日 発掘調査|を開始する。

平成 5年 2月 16日 発掘調査を終了する。

平成 5年 2月 22日 甲府南警察署に遺物の発見通知を提出する。

第 2節 調査組織

調査主体 中道町教育委員会

調査組織 事務局 小澤 義正 (教育長)

池谷 陸雄 (教育課長)

酒井 春文 (教育主幹)

担 当 林部  光 (社会教育係主事)

作業員 相田光枝・江川勝子 。長田すみ子・小林敬子・斉藤多塩子・斎藤つね子

宮川菊江 。宮川真由美 ,官川誠子・渡辺鈴子

(五十音順・教称略)
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第H章 遺跡概況

第 1節 遺跡 の位置 と周辺 の環境

立石遺跡は、山梨県東八代郡中道町上向山地内に所在。甲府盆地南縁に東西15kmにわたって横

たわ り、多 くの遺跡を載せる曽根丘陵の一角に位置。標高は325m前後を測る。

過去幾多にわた り紹介されているとお り、本遺跡周辺では、先土器時代の遺物を豊富に出土さ

せた立石遺跡、県内屈指の縄文・弥生大集落上の平遺跡、丘陵部に位置する上野原遺跡 (縄文)・

村上遺跡 (縄文)・ 城越遺跡 (縄文)な どが知られている。

また、標高こそ異なるが、笛吹川付近には銚子塚古墳・丸山塚古墳などの大型古墳が群をなし、

町全体が遺跡の集中地域として広 く知 られている。 (第 1図参照)

第 2節 調査 区域 の設定 と調査方法

当事業は平成 4年度から開始。中道町上向山宇小林ノ上852番地 1を最北端とし、南西に方向を

とる土地改良事業である。

調査は事業区域内において周知の埋蔵文化財包蔵地を対象に実施。

調査範囲が細長 く、屈曲していることを考慮し、便宜上各調査区域を土地改良事業地の中心部

に4m間隔に杭を14本打ち、グリッドを設定。〔852-卜 843番地〕  他については、 1畑 1グ

リッドとして調査した。〔842・ 800番地〕

また、前述のとおり、本遺跡は先土器時代の遺跡としても認められているため、調査区域内に

19ケ 所のテス トピット (lm× lm× 9ヶ所。1.5m× 1.5 mX10ケ 所)を設定。先土器時代の遺

物確認調査を実施した。(第 2図参照)

調査はまず対象地域全体の表上を削除し、遺構確認の整削を実施後、遺構の発掘を行った。
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第 1図 立石遺跡位置図
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第 2図 調査区域図
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第 3節 テス トピットによる層序

前述のとおり19ケ所のテストピツトにより、先土器時代の遺物検出作業を実施した。

これらのピットをもとに基本的な層序を記す。

尚、以下の層は、縄文時代以降の基本的な遺構確認面である暗黄褐色ローム層上面をテス トピッ

トの上面としてある。

第 I層 :撹乱層。そのほとんどが暗褐色を呈す。これらほとんどが農耕によるものであり、

調査区域全体で著しい撹乱を受けている。

第H層 :暗黄褐色ローム層。第Ⅳ層のローム層と比較し、やや軟弱である。

第III層 :黒褐色土層。

第Ⅳ層 :黄褐色ローム層。粘性 。しまりが強い。

|       |

Ⅱ

第 3図 層序
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第 1節 土 羨

本調査で検出された遺構は土羨 2基である。

1号土墳

位 置

形 態

規 模

羨 底

時 期

出土遺物

テス トピット12に隣接

平面一一正円形 断面一一鍋底状

径130cm 深さ45cm

平坦

縄文時代中期初頭・ 五領 ケ台式

当時期の上器が若千量出土 したが

載せるべきものは、土器 2点、磨

石 1点 のみである。

テス トピット19付近

平面一一不整楕円形 断面一一鍋

底状

長軸一―推定200cln 短軸-150cm

深 さ一-50cm

平坦

弥生時代終末期

ボタン状只占付文を付加された土器

片が数点出土 している。

ヰ
EPB′

第 4図  1号土壌

上

ＥＰＤ
上
ＥＰＣ2号土墳

位 置

形 態

規 模

羨 底

時 期

出土遺物

R__,「
I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

撹乱層

暗褐色上層

同上 (粘1圭強)

同上

褐色土層

第Ⅲ章 遺構と遺物

ＥＰ Ｂ

．

Ｆ

Ｉ

く

＼
‐

ＥＰ Ｂ
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第 2節 出土遺物

淀―――峯_雰
鹸

o       5cm

第 6図 遺構内出土遺物
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第 7図 遺構外出土遺物

No 出土地点 器 形 法 量 調   整 Nll 出土地′ミ 器 形 法 量 調 整

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

1号土羨

1号土羨

1号土羨

2号土羨

2号土羨

2号土羨

2号土療

2号土羨

852--1

852--1

深鉢

甕

浅鉢

甕

坑

壷

壷

甕

勾玉

深鉢

引圭口220mm

引圭症亀120mm

引圭「1200mm

引空「
1220mul

引圭口 80mm

正ミぞき 80mm

綻41・ 横13mm

引圭「]230mm

内面にナデ

ボタン状突起

内外面にハケロ

緻密なミガキ、ケズ ,

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

852--1

852--1

852--1

852--1

852--1

852--1

852--1

800

852--1

852--1

甕

深鉢

小型壷

深鉢

深鉢

甕

甕

甕

壷

壷

JT4「 1220mm

推口110mm

推口190mm

推口200mm

推口170mm

推口100mm

引圭症監 70mm

推底 80mm

内外面にハケ

内外面にハケ

外面にクシ
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第Ⅳ章 ま と め

今回の調査は、面積が狭かったものの極端に細長い調査地であったため、あたかも立石遺跡の

南側半分に トレンチによる試掘調査を実施したかのような発掘調査であった。

先土器時代遺産検出を目的としたテス トビットを19ケ所設定したが、今回の調査では遺物・遺

構ともに確認されなかった。

縄文時代としては、中期初頭五領ケ台式期の上羨が 1基確認された。しかし、遺構外からは十

三菩提式・藤内式 。曽利式期の土器が同時に検出されていることから、周囲からはこれらの時期

に伴 う遺構が今後の調査で検出される可能性があると思われる。

弥生時代としては、終末期の遺物を伴出させた土羨が 1基確認された。分布状況から判断して

もこの時期の遺物が比較的多 く認められるため、立石遺跡は、この時期の集落が全盛期ではなかっ

たかと想像される。

このように今回の調査では狭い範囲にかかわらず縄文時代から弥生時代にかけての遺物・遺構

が検出され、山梨県を代表する遺跡一一立石一―の偉大さを再認識することができた。

今後周囲の「線」としてではなく、「面」としての調査に期待する。

引用・参考文献

山梨県狭育委員会  F上の平遺跡一一第 4次 。第 5次発掘調査報告書』(1987)

山梨県教育委員会  『上の平遺跡一―第 1。 2・ 3次調査』(1991)
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図版 1 調査区近景

852-1 南西→北東

調査区近景

北東→南西

調査区近景
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図 調査区近景

北東→南西

図版 5 プレハブ設置状況

図版 6 作業風景



図版 7 1号 土墳

図版 8 2号 土境

図版 9  TEST PIT 8



口]メ灰10 TEST PIT 2

図]浙■l TEST PIT10

図]ザ灰12 TEST PIT15
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